
窃 o 手語辞奥

豊カな手話コミュニケーションのために
これからの手話はマスコミでの使用．聾学校での湾入，聴覚障害者の新しい
分野への進出などにより．数多くの単語を手話｛じすることが必要になってくξ。
時代の要求に応え．霊力、な手話コミュニケーションを発展させるために．新しし1

発想で手話化され，最も多い語数を収醸した本格的な手話辞奥山……・一一
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本書を編纂し、発行しようとするのは次のような趣旨から

である．

［単語教の多い手話辞典｝

最近の聴覚障害者の言語力は向上し、理解・使用する単語

は多くなっている．当然、手話の形で使いたい噂語も多くな

っている．社会生活上、手話化が必要な単語も多くなってい

る．それに対し、今までにつくられてきた手話では、単語の

教が少なく、現実の必要性に十分に応じきれないでいる．こ

の状態を克服する対策のーっとして、単語教の多い本書を発

行するものである．

｛新しい造語法による手話辞典］

手話の厳語を増やすためには、今までの造語法では限界が

あり、造語法自体の見直しが必要になる．本舎は、造語法の

改善・開発から進め、それによって新しくつくった手話（い

わゆる「創作手話J〉を多く掲載している．今後、手話を発

展させるための新しい造語法とそれによる新しい手話のモデ

ルのーっとして本書を発行するものである．

なお、本書は創作手話が多いからすぐにはなじみにくい面

があるはずである．使用に際し、その面でのご配慮を願って

いる．

旧本語対応手話の手話辞典］

本替の手話は、日本語の表現方法のーっとして、日本語を

手で表したものという考え方に基づいている．日本語の表現

には、音声や文字、点字などがあるが、本書では、手話や指

文字をそれらと同列において考えている．

本書の手話が日本語対応、であることで、日本語の手話表現

を豊かにするだけでなく、日本語の習得にも効果を示すこと

を願っている．

日本語を目でとらえる方法には口話法がある．手話もロ話



法も単独で用いるよりも併用した方がわかりよく、表現力も

豊かになる．そして、手話が日本語対応である方が併用しや

すい．本書によって手話とロ話法の併用が一層円滑になるこ

とを願っている．

i国際障害者長期計画］への寄与

1981年は「国際障害者年Jであり、 1992年がその長期行動

計画の最終年である．私たちは「国際障害者年Jが実のある

ものとなるように、多少なリとも寄与したいと願い、晶終年

以前までに本書を発行するように努力してきた．



・・4
・・
・e
－
－

a

・・Il
－－－
－

．．． 
－
a
o
－－
目

－

e

t

 

－－－
－－a
・・
・

。

．．
 
0

目

Z
E

－
 

－
 ．．
．．
 

‘
 

・0

・0

－－a
E
e

－－oI
・e・

－0

・・目

i

－e

・e

・－e
司

，
．

：：・
：
，
．．． 
－
－
－
o

・e

・－
e

・・
・1

台、

．0

・

1

・・’ふ

－－

［手話化検討語の選択方針｝

単語の領域が偏らないことを考えて、『角Jll・類語新辞典』

（昭和田年、角川害店）収録の約6万語から、次の3点を基

準にして約3万語を手話化の検討語にした．

0使用頻度が高いこと．

0聾学校だけでなく、難聴学級や高等教育機関を含む教育機

闘で広く使用できること．

0聴覚障害者の日常生活はもちろんであるが、テレビ肱送や

研究会など幅広い社会生活で使用できること．

｛手話化した単語教］

上記の約3万語の検討対象語から実際に手話化した単語教 ．

は下表のとおりである．

単純｜漢字｜指文字｜ 複合
手話 l手話｜結合｜ 手話

手話

U
K
て
計

一
同
し
合

酌
と
の

語形同
初
計

特
合

3943語11621語I661語110251語1152465語14866語I20112語

0単純手話：これ以上分けることのできない手話（上衰の数

は漢字手話を含んだ数）

0漢字手話：単純語の中で漢字l字を示すための手話を言う。

ときに、 1字に二つ以上の手話をあてている．漢字は常用

漢字だけである．

0指文字結合手話：あるグループの語は、共通する手話に指

文字をつけて示した．

O檀合手話：単純手話、漢字手話、指文字などを組み合わせ

てつくった手話．

0同形語：同じ手の形で示すいくつかの語。

［単語の意味の範囲］

手話化では、語がもっ意味を手の形で表すということが主



となるから、まず、語の意味の範囲をはっきりさせる必要が

ある．そのより所として E岩渡国語辞典』を用いた．

［手話化の基本原則］

手話単語を作成したときの基本原則である．

①l単語l手話の原則

手話は、日本語を音声で表すのと同じように手の形であら

わしたものと考えているから、 一つの単語には一つの手話表

現を原則とした．ある単語を、使われた分脈の中での意味に

応じていろいろな手話を使い分けるということをしないです

むように、『国語辞典』にある単語のいろいろな意味を考え

て手話化した．

②相互補完の原則

「手話Jも「読話・発語・聴能Jも、どちらかを単独で用

いるときよりも、併用したときの方がわかりよく、意味もこま

かに伝え得る．併用することで相互補完しあうわけである．

本舎は、併用を前提にして、手話の意味を口型などで変化さ

せる同形語を示した．

③動作経済の原則

手話表現の動作量が大きいことは、見分けやすくする利点

にはなるが、一方、日本語を音声で表すときに比ペて、手を用

いる手話の表現は労力からも時間の面からも負担が大きい．

そのことを考えながら、動作量が少なくてすむように、 l手

話1動作を原則にした．

④記憶の負担軽減

本書は、いわゆるろうあ者を対象にして作成したことはも

ちろんであるが、それだけに限定せず、難聴者や中途失聴者、

手話通訳者が成人に達してから手話を習得する場合が多いこ

とを考えて、手話を記憶する負担を軽くするように努力した．

⑤既成手話の勝重

手話は、聴覚障害者の日常生活に密着した言語であるから、

できるだけ既成の手話をとり入れるようにした．また、既成手

話が造語原則からみて問題があるときでも、少し形を修正す

れば原則と矛盾しないときは修正してとり入れるようにした．



あ【蛮］ 固

両手②で．親泊を近づげ

あって並べ，右手を少し

下げる｛片手を下げるこ

とで「それに次ぐj意味

を淡す｝．

アーチ

向かい合わせ指先をつけ

た両手をアーチ型に躍し

ながら下におとす｛アー

チをかたどる｝．

アーチェリー

左手をまっすぐ左に伸ば

し右手で弓を引くしぐさ

をする．

000・000

． ・・

－－－  

e・. • . 
• • -' u 山・．・．・．

・・ － ． 

あい【~］

直E’Eする
震情

いとしい

かわいい

困

討のひ…向砂る・I~実ケ＼
右手で左手の甲を 2.3 .ブ ／ 乱 M ＼ ’ 
皮なでる（愛情をもって、／ ＼ 

頭をなでている織子｝．

あいさつ【後修】

@mlお欝骨量

両手人さし鎗を向かい合

わせて立て，同時に折り

曲げる（あいさつでお辞

儀をする鎌子｝．

アイスクリーム

丸めた左手に右手のひら

をこすりつける動作を練

り返す（アイスクリーム

を容器につめこんでいる

綾子）。



あいだ【間】 困｜ ｜あいまL、【献】

直盟関｛ま｝ 間｛けん｝ 直宣うやむや

間（かん） ～llllCltん｝ あやふや

漠然

両手のひらを中失に向け

て向かい合わせ．指先を 前後に向かい合わせた商

前に肉げる．両手を同時 手をぐるぐる回す｛あい

に少しおろす｛一定の間 まいでもやもやしている

隔を示す）． 意味｝．

あいち【愛知1 ｜アイロン

左手②の貌抱を右手のひ

らでなでるように回す

｛かわいがっている様子

を表しr!lJを意味しrst
知jをヨ侵した）．

あいて【相手】
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人さし翁をこめかみにあ

てて上にはねあげる｛あ

る考えがパッと浮かんだ

様子）．

左手のひらの上でにぎっ

た右手を左右に動かす

｛アイロンをかけている

様子）．

あう【会う1・
匝薗遭

遭う

遭遇

両手の人さし指を立てて

向かい合わせ．互いの翁

先を問符に動かしてつけ

る（会う綾子）．

あう｛合う1・ u 
巴盟会わす

合わせる

マッチする

向かい合わせた筒手人き

し指を左右から近づけ．

ti先をつける｛合う形）．
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アウト 困

貌2留を立てて前に倒し

「アウトJのしぐさをする．

アウトライン

手のひらをよにした左手

の外偲を右手の②でまわ

ず｛音を手がかりにして．

ある物穫の鎗郭を示す｝．

あえて

右②を左こぶしの上を通

り起して前に出す（普を

手がかりにして．図縫を

押しての窓を示す）．

あえる［和える】

人さし指と中指を伸ばし

た両手で，混ぜるように

近づげたり厳したりする

｛はしを使ってまぜ合わ

せている僚子を表す｝．

。00-000 I 3 

あお｛育】

厘亘宵｛せL、｝

育｛しよう｝

青い

右手の4織で．右ほおを

横に後ろへ引〈ようにな

でる｛ひげそりあとの青

い機子を示す）．
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問
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じ
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ヤ

一

仰

仰

仰

杭
一
回

• I 手のひらを前に向げた右

手を頭部.でやや仰むか

せて寝かせるt上方を眺

めやる形）．

あおる【煽る】

両手のひらを上に向け．

両手同時にあおるように

上に動かす（何かをあお

る様子｝．

あか｛赤｝

置B雰｛せ害｝

’IHしゃ0
;;r.い

＊らむ

赤らめる

君事々

容に沿って人さし指を横

へ引 〈（唇の色で赤を示

す｝．

困

固



あか｛垢］

手の甲を前にした左手の

甲に指をつぽめた右手を

つけ，指先を小さくこす

り合わせる｛あかが出る

綾子｝．

あかちゃん【赤ちゃん｝

巨富岩手ん幼

赤子

親指を立てて．豊富った右

手の甲を．斜めに立て．

左手のひらで回すように

なでる（赤ん坊をやさし

く抱く様子｝．

あかっき【唆】 因

~唆｛ぎょう｝

明け方

朱明

あからさま

直盟あらわ

やや丸めた左手を絢の前

にふせ，左手の下から右

手②を前に出す（音を手

がかりにして漢に目立た

せる様子｝．

上がる・ 因

~上げる錫 拳がる・

鍋，tJ＜る掌げる

掲げる

.錫

手のひら上，指先ti:に向

けた右手を，胸のあたり

から上に上げる｛上がる

綾子を示す）．

あか品、｛明る~）］ 固

値亘明｛めい｝ 明らか

明｛みよう｝ 明ける

明り 明〈る

明るむ 明かす

明らむ IJ!lt 
左手を胸前で水平にした／ --=:;--r-

外側に右手親指と人きし／ I 士「J 子、 l手のひらを前に向砂て胸

指でCの形をつ〈り．下 『~〆 §＂ I ｜の前でmねた両手を左右

から上げてつける｛自の』ーーJ.---"ー「 I ｜に”〈（自の前が聞けて

出前の織子を示す｝． ｜明る〈なる織子）。
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α

あき【秋｝

唖盟秋（し申う｝

葉が落ちるように右手指

文字＠をヒラヒラ反転さ

せながら下におろしてい

く．



あきなう｛商う｝

直E商

商売

商家

人さし指を袋翁で門をつ

〈った両手を水平にそろ

え．交互に前後に動かす．

他箔は関〈｛〔金〕の手伝

に関連づ砂金をやりとり

する織子を君慢す｝．

あきらめる［務める】

置宣鎗宅生

やむをえず

あきらめ

断念

の
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財
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下
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砂
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湘
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肘

の
こ
れ
で
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割
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手
と
る
形
一
あ
一
匹

右手＠を胸にあて，その

手を左に倒す（物事に退

腐して寝てしまう練予を

表す）．

あきれる［呆れる】

続tiと他のmを開いた片

手をあごにあて．そのま

ま下におろす．

国 あ〈しゅ【獲手】

闘いた片手を前に出して．

上下に程〈蜜る．

アクセル

①②を示し，続いて②は

〔プレーキ〕の手Eきをする

（音を手がかりにアクセ

ルを飴む綾子｝．

アクセント

人さし指とtamで半円を

作った左人さし衝に右手

人きし抱をうちおろす

（ある点を強調する綾子

を示す）．

あ〈ぴ

①ロの績に箔をつけ合わ

せた手を置き，②指を潟

〈（ロが大き〈開く織

予｝．

0・000片1



あ〈まで

~とことん

指先を前に手のひらを右

にした左手に向かつて，

手のひらを自分に向げた

右手を上下させながら近

づける｛徹底する窓を強

調する）．

あけっぴろげ【明けっ広げ］

胸の前で．両手指先を合

わせ両手を前へはじくよ

うに閲〈（隠さずにあり

の去まをみせる様子）．

あげる【掲げる】

~掬
4昌示
111轟

因

左手の指先を上にし，手

のひらを前に向ける．右

手指先を左手のひらの下

部にあて上に押し上げる

（狩し上げることで何か

を掲げることを表す）．

あご

人さし指であごを指し示

す．

。。。。。了~

アコーデイオン

アコーデイオンを弾くし

ぐさで両手を近づげたり．

隠したりする．

あこがれる｛憧れる］

直冨どうけい

半開きにした手を頭の績

のあたりから段をつ砂て

斜め上へ上げてい〈．

あき【麻】 国

左手のひらを右に向け指

先を上に向けて立てる．

右手で②を示す（左手は

木へんを，右手は音を署長

す｝。

あき［靭｝ 固

値圏籾｛ちょう｝

朝方

日の出

朝日

手のひら下，指先を右に

向けた左手の前で右手人

さし指と親指でCの形を

つ〈り，下からよへ太陽

が登るように上げる．



指文字結合手話 l

1 花

左手は翁を開いてやや丸

〈して．手のひらを右に

向ける．〔花〕の右手を

とった形で「花Jを表す．

右手でもって花の名前の

怨初の音を指文字で示す．

2 樹木

左手は指を伸ばして手の

ひら右にして去っすぐに

立てる．「樹木Jを表す．

お手でもって樹木の名前

の緑初の音を指文字で示

す．

花で表したい有居合は「l

花の形jで示してもよい．

3 l事

左手は抱を聞いて手のひ

らを自分に向けて立てる．

〔草〕の動きをとった形で．

f箪jを表す．

右手でもって~の名前の

愈初の音を指文字で示す．

花で署長したい渇会は「1

花の形jで示してもよい．

園Itら

左手のf花jに

右手の＠を並べる．

⑩ひのき（綿｝

左手の「樹木jに

右手の＠を並べる。

明司Iまこベ

浮約
左手の「草Jに
右手の＠を並べる．

朝•＜糊＋組｝アネモネアマリリスあやめカー
ネーシヨンカンナききょう合鋳金せん花グラ

ジオラスクロッカス lすいとう けし コスモス信

事（筏＋車｝サルビア三色すみれ｛三＋色＋すみれ｝

シクラメンシネラリアし宇＜ '(> < ジャスミン

しようぷ水仙スイートピーすいttんすずらん

すみれゼラエウムダリアたんぽぽチユーリvプ

JI{の花なでしこはぎ浜ゅうばらひなげしひ

皐わリ百日.$（吉＋日HI:）ヒヤシンス褐舟~

（福＋舟＋寧｝ フリージアぼたんマーガレツト ま

んじ吊し宇11 ゆリ よいまち. リんどう れんげ

アカシア合鯨あじさいあしぴいちょう命術

うるし才リープ a、しかしわ事ょう竹後きり

くち怒し く 6).~ 合ll wやき二よしさかき合

4証書ざん花きるすべリ し宇〈なげし申ろ合修

そてつ泰山木ちんちょうげつつじつぱき とち

なら南天｛綱＋天｝にれねむの本ひのき合ふじ

プラタナスポプラ合絡もくせいも〈れん命線

もみやL 八手（／＼＋手｝合柳ユ』力。J

あぎみあしいたどりいl:tらえのころ1J おおl:t
二かたl:tみからすうリ クローバーげんのしよう

こしだ春らん す げ す す 害 ぜ ん 孟 い た で 月

免軍CIH見る＋尊｝つ〈しったつゆ〈さど〈だ

みなずなはこべ母子草｛母＋子＋￥）汲なす昼

鍬｛昼＋組｝仏の鹿山ぶどう｛山＋ぶどう｝よもぎ

わらび



4 野菜

左手は。の形にして指先

を下に向ける．野菜を切

るときに押さえている様

子で「野菜jを表す．

右手でもって野菜の名前

の緩初の音を翁文字で示

す．

圃れんこん

ハV アスパラガス治JI(（油＋寮｝ うどか.；：合かぼち宇

からし隷｛からいHU カリフラワー合キャベツ 合
宰申うり 4、松葉｛小＋松＋J:u喜んしょう しそ辱

書店（容＋萄｝ しょうが脅すいか包ロリたまね~

とうがらし トマト とろろ合とうもろニし 合なす

にん巳〈 合ね~白票｛自＋寮｝パセリ ピーマン

合ふきほうれん.みつii みょうがらつきょう

レタスれんζんわさび

' 果物

左手は指を丸めて．手の

ひらを上にする．〔果物〕

の動きをとった形で「果

物Jを表す．

右手でもって果物の名前

の愚初の音を箔文字で示

す．

左手の「野菜jに

右手の＠を並べる．

＠ネーブル

可処
左手のf野菜jに

右手の⑧を並べる．

アーモンドあんずいちじ〈 才レンジ合かき会

かん合（東｝ 〈るみグレープ7ル『ツ合さ〈らん

ぽぎくろすももだいだい合なし J[みかん

｛夏＋みかん｝ なつのネープル合パナナパイン
アップルびわ合ぶどう合みかんももゆず合

リんご νモン

6 摂菜

①初めに色をま質す手揺を

する．

②次に。の形で指先を下

に向け検に動かしなが

ら縁る．彼Z震の形を示

し．「叡菜J：を表す．

鋼大級

ごぼう｛①l;I:【鳳］を示す｝

大彼

人参｛①l;l:(;Jl）を示す｝

00・000了了l

①〔自〕で．人さし抱で歯

をさす．

②「復jj{Jを示す．



7 苧

①初めに字の名前の録初

の音を指文字で示す．

＠次に（苧〕をヨ慢す．左手

は＠の形で手のひら上

に向ける．右手は指先

をつぼめ，苧の皮をむ

くように動かす．

8 豆

左手は手のひらを丸めよ

向きにする．手のひらに

豆をのせている様子を示

し.r豆jをヨ慢す．

右手でもって豆の名前の

五量初の音を鎗文字で示す．

9 きのこ

左手は丸みをつけて手の

ひら下にしてお〈．

右手でもってきのこの名

前の最初の音を抱文字で

示し．緩いて人さし指を

左手のひらにつげて〔き

のこ〕を表す．

000・000

固さつま苧

＠丹
®~ご

①＠を示す．

＠（芋〕を示す．

日目大豆（大：＋霊｝

治動
左手の「豆Jに
右手の＠を~ぺる．

明しいたけ

右手で③を示し

さつ車亨里司p:（里＋事｝ じ宇がいもポテト山平

｛山＋平｝

あずきいんげん豆うずら豆筏豆｛後＋豆｝ えんど

うグリンピースごまさ害11そら豆大豆｛大＋

JU ＂＇京夏合ピーナツ合沼化生

続いて〔きのこ｝を示す． Lいたげしめじなめこマッシユルーι まったけ



10 海.

左手は翁を開いてやや幽

げて手のひらを右に肉げ

る．〔海蕩〕の動きをとっ

た形で「海事(jを表す．

右手でもって海蕩の名前

の巌初の音を指文字で示

す．

11 獣

左手はt貨を闘いてやや幽

げ．手のひらを下に肉け

る．〔獣〕の動きをとった

形で「獣jを表す．

右手でもって獣の名前の

緩初の奮をm文字で示す．

12 鳥

左手は指を伸ばし手のひ

らを下に向け，指先が斜

め下を向〈ようにする．

aの羽を示し.Lidを量慢
す．

右手でもって鳥の名前の

級初の音を指文字で示す．

000・000

＠わかめ

左手の「海蕊Jに
右手の＠を並べる．

＠トナカイ

左手のr•Jに

右手の①を並べる．

明ひlflJ

左手で「烏Jを示し

右手の＠を並べる．

あ証言さ あらめおごのり かじめクロレラ 二んぷ

つのまた τんぐさのリひじeふのりま〈り

まリも もず〈 わかめ

ぁ~らしアシカいたち犬合いのしし合うさぎ

合q: 合属 SSかみ Bっとせい ＂＂ランウータン

合力パかもしかかものほしかわうそカンガルー

命事つね合キリン合鏡台〈車 ζうもり合ゴリ

ラ合さい合援合しか合しま＂ enc白＋自由｝
水牛()II:＋牛｝スカンク合ll 合たぬ曾チータチ

ンパンジーテンとどトナカイとら合指合ね

ずみハイエナ I~ （ ピーパー合学ヒヒピュー

守合豚マンモスミンクむさ喜ぴむじなもぐ

らモルモット合や~合ライオン リス

合，，ひるインコう うぐいすオヴム Sしどリ

かけずか害さぎがち占うかつζうカナリア車、

もかものからす｛下回｝かリがんかんこ島畢

じ eつづ害 九宮島 〈じ...< こうのとリ ニまど

リ さ~ t. ~しじ申うから｛下旬｝七 iliac七＋

iii＋烏｝ しゃも じ申うしまっ（下回｝ すずめせ畢

れいたかだらょう 千鳥｛干＋属｝チャボヲぐみ

合つぼめつる（下回｝ とぴ尾長鳥｛尾HIい＋島｝
合.. 8.A（白＋』風）｛下図｝ ほと｛下回｝ はやぶさ ひ

た事ひばりひよどりひわ」.＜ろう文局（文＋

鳥｝ペリカンペンギンほお白ほとと~すみそ
さざいみみずくむ〈どりめ8 もずやまがら

よしきリ らい鳥わし｛下図｝



文章表現の例

A 文を全部手話で表現した混合

「各国の努力も空しく C01l主治加し，地球の温暖化が進んでいるときわれています．」

各 .／ ＂ ＂＇－...⑤（の 努力〆＼も

fネ

駅バソ
J

ゆ

1孟2 

温暖
の

t 

k、

向

μ〉

IJ' 



B 前ページの同じ文を．助詞などの手話を省略しても，ロ型や音声（聴能｝に依存して．十分に伝逮・

できる場合の手伝表現例．手話の省略部分は，文脈．話題．相手などに応じて変える．

多／｛＼包干の 努 力 ／ ～ ＼ も

し． ~1草

o~などに依存

IJ< 

ロ§,:IUどに依存

の

• OA:!などに依存

で

存依．どな型0
 ．て

OMなどに依存

2 は

ロ砲などに依存

ロA:!＇＂＇どに依存

精力E

tf 

、、
ロ型などに依存 口包などに依存

一 ／ ー ー ＼

ます．

o~などに~~芋



相対する 絹 z6o＋対する 272

間柄 間 2＋病”

霊知

’E浴 ’E t＋着296

豆 あいつ I,＋そいつ 260

ああ ~ 相次いで 相 26o＋次初＇＋で

アーケード G三XEヨ3 相次f 相 260＋次（・ 30, 

アース G三泡 あい’ブち うなず＜ 42 

アーチ I CE渇 ，，いつら ② そいつ260＋ら

アーチェリー I cz:=)+CEXE) 相手 2 

アーモンド '36 アイディア 2 

ll llれむ 18 哀f事 ll u＋鱒 188

• 受a 愛 1＋餓，07

守S 相（そう）260 あいに〈 惜しい62

’t型車 受 1＋短 1'1 相集。 相 26o＋＃！る 370

’t煙草E 愛 1+ftt'1+•21 粗筋庖 相 26o＋音aa•36 

合い鍵 会う 2＋鍵81 綿織 相手2

相変わらず 常 309 合間 合う 2＋間2

合気温E 合う 2＋気110＋週l467 あいまい 2 

愛きtう え〈』l'49 ’E馬 愛 1＋周 "87

’E犬 愛 1＋犬 29 愛らしい かわいい I

あいこ 五分五分170 アイロン 2 

愛好 望E1＋好＇ l) 会う 2 

!It好者 愛 t＋量子＂＇＋者 40, 会う :z 

’E図 愛 t＋罰 137 遭う 会う 2

合曾~ 合う 2＋曾lht アウト

愛饗 愛 t＋ヨ：！＇311 アウトライン

あいさつ あえて

アイシ守ドー )49 あえ＊＇ あえる 3＋物489

to~ 五ElR+:!l¥ 46 あえる

’tl!f ~t+i呼 83 亙鉛 ’.， 

愛祢 ii:'t＋株220 宵 3，’.， 

相性 相 26o＋佐 2'0 1fい l!J' 3 

!I:情 愛 I 仰ぐ 3 

愛人 愛 t＋人40, 7守~い l'f H 臭い n＋い

アイス e沼ゆ あおき '38 

アイスクリーム 青写真 背3＋写真99

アイスボックス ~＋箱 }78 青白い 育 3＋白い 227

’tする ’t I 
青筋 脊 H 筋 127

愛想l 愛 1＋忽 262 青空 T’H 空 269

間 2 育3腿 育 3+•372 



育光り 脊H 光る 399 上がる " 
青み 育 3 ③ s・ti'る 上がる 4

仰向き 仰（＇ H 肉＜ 473 明るい 4 

青虫 育 H 虫474 明るみ 明るい•＋ーみ

唱＇＊ 'l'IH’r: 477 明るむ 明るい4

唱守物 'RH物489 §.：’.. 豆 t+療 188＋修68

f U躍 育 Ha491 ~ん~ 赤ち守ん4

あお（JSI）り立てる あお｛燭｝る 3＋立てる 282 聖士

あお（煽）る

ー

空き 空 269

あお｛岬｝る 飲む370 飽き飽き 飽きる，＋飽きる，

あか（漏｝ 4 秋風 秋，＋風”

電車 5・’0 笠~缶 ~ < +fli 103 

i)t4 赤 3 ＂ロ 秋 H ロリ3

赤い ~3 書k爾 秋，＋爾，，

赤子 赤ちゃん4 事~§ 事~H~269

あかし（笹｝ 仮il222 ＂図 ふき 418

，，.字 お 3＋字19' 飽き足。ない 飽きる＇＋足りない

アカシア H' 空善治 空＜ 269＋地 292

赤信号 ~H信号 229 ’II~ ..,1宮、、 飽〈＋ーっぽい 310

飽かす 飽きる 3 高う ， 

明かす 明るい4 2き’E 空＜ 269＋’II '78 

綜ちゃん .f ＂＇鴫 ti. 事lo＋晴れる，92

’E .f ~き提E 2< 269+鼠 411

Ml土 赤 3＋土307 ＂め〈 語~Hーめ（ 00 

アカデミー .f 空司E 空＜ 269+• 21 

赤耳も 赤 H 恥”l 明らか CJ!るい4

赤It 宮町； 3+• 381 あきらめ あきらめる，

赤銅 理事 H 側 4-42 あきらめる

iif.み IF， 。 飽きる

赤身 坊13＋身 100 あきれ返る あきれる＇＋返る 79

赤みそ 赤ヨ＋みそ-467 アキレスn けん（圏直）1'2

あからさま ・4 あきれ朱てる あきれる＇＋栄てる” 2

赤らむ 君臨 ' 
あきれる

明らむ 明るい4 あ〈（灰ti") ⑦＠ 

赤らめる ~3 !I 惑い’31

明q 明るい4 II 鍵る 3'6

上がりロ 上がる -4＋ロ u' 関〈 開（ひら） < 409 

上。下。 上がる 4＋下る 202 空〈 空 269

明り取。 q目q 取る 343 アクアラング の②⑦

上がり湯 上がる 4＋祖~-499 18& 語 n1+t:20

唱制FQ 上がる 4 •ii i!Hl＋還46

2 
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